
長 崎 都 市 計 画 地 区 計 画 の決 定  （諫 早 市 決 定 ） 
 

 

都 市 計 画 田 井 原 地 区 計 画 を次 のように決 定 する。 

名 称  田 井 原 地 区 計 画  

位 置  諫 早 市 幸 町 、仲 沖 町  

面 積  約 ３．６ｈａ 

地 区 計 画 の 目 標  

本 地 区 は、中 心 市 街 地 の東 約 ０．５ｋｍに位 置 し、東 側 の都

市 計 画 道 路 破 籠 井 鷲 崎 線 、北 側 の都 市 計 画 道 路 天 満 町 本

町 線 、南 側 の市 道 及 び都 市 公 園 田 井 原 公 園 に囲 まれ、本 市

の外 環 状 線 として位 置 付 けられた都 市 計 画 道 路 破 籠 井 鷲 崎

線 等 の整 備 により、土 地 利 用 の状 況 が大 きく変 化 することが見

込 まれている。そこで、市 街 化 区 域 への編 入 にあたって、利 便

性 の高 い幹 線 道 路 の沿 道 という特 性 を活 かし、土 地 の有 効 利

用 を計 画 的 に誘 導 するとともに、田 園 地 帯 との調 和 に配 慮 した

ゆとりある良 好 な市 街 地 の形 成 を図 ることを目 標 とする。 

土 地 利 用 に 関 す る 方 針  

［Ａ地 区 ］ 利 便 性 の高 い幹 線 道 路 の沿 道 という特 性 を活 かし、

主 として日 常 的 なサービスの提 供 を行 う業 務 施 設 及 びサービス

施 設 等 の立 地 を誘 導 するとともに、東 側 に広 がる田 園 地 帯 との

調 和 に配 慮 した良 好 な市 街 地 の形 成 を図 る。 

［Ｂ地 区 ］ 住 宅 地 を中 心 とした土 地 利 用 を基 本 に、居 住 環 境

の保 全 と東 側 に広 がる田 園 地 帯 との調 和 に配 慮 したゆとりある

市 街 地 の形 成 を図 る。 
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建 築 物 等 の 整 備 方 針  

地 区 計 画 の目 標 を踏 まえ、建 築 物 等 の用 途 の制 限 、建 築

物 の敷 地 面 積 の最 低 限 度 、壁 面 の位 置 の制 限 、建 築 物 の高

さの最 高 限 度 、建 築 物 等 の形 態 又 は意 匠 の制 限 を定 めること

により、田 園 地 帯 との調 和 に配 慮 したゆとりある良 好 な市 街 地

の形 成 を図 る。 

地 区 の名 称  Ａ地 区  Ｂ地 区  地 区 の

区 分 地 区 の面 積  約 ３．５ｈａ 約 ０．１ｈａ 
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建 築 物 等 の 

用 途 の 制 限  

次 に掲 げる建 築 物 は建 築 し

てはならない。 

・ マージャン屋 、ぱちんこ屋 、射

的 場 、 勝 馬 投 票 券 発 売 所 、

場 外 車 券 売 場 その他 これらに

類 するもの 

・ カラオケボックスその他 これに

類 するもの 

・ 劇 場 、 映 画 館 、 演 芸 場 又 は

観 覧 場  

・ キャバレー、ナイトクラブ、ダン

ス ホ ー ル そ の 他 こ れ ら に 類 す

るもの 

・ 畜 舎  

次 に掲 げる建 築 物 は建 築 し

てはならない。 

・ 畜 舎  



３００㎡ ２００㎡ 
建 築 物 の敷 地 面 積  

の 最 低 限 度  
ただし、市 長 が、公 益 上 必 要 な建 築 物 としてやむを得 ないと

認 めたものについては、この限 りでない。 

壁 面 の 位 置 の 制 限  

建 築 物 の外 壁 又 はこれに代 わる柱 等 の面 の後 退 距 離 は、道

路 境 界 から２．０ｍ以 上 、その他 の境 界 から１．０ｍ以 上 とする。 

ただし、床 面 積 が５０㎡以 下 の独 立 した自 動 車 車 庫 で平 屋 建

てのもの又 は建 築 基 準 法 施 行 令 第 １３５条 の２０に定 めるものは

この限 りでない。 

建 築 物 の 高 さ 

の 最 高 限 度  
２５ｍ 

 

 

建 築 物 等 の 形 態  

又 は 意 匠 の 制 限  

建 築 物 の色 は、刺 激 的 な色 を避 け、周 辺 環 境 と調 和 のとれ

た落 ち着 きのある色 調 とする。 

「区 域 は計 画 図 表 示 のとおり」 


